


































































































































































































上八〇） 、 『天文本字鏡鈔』 「
　
ウヤマフ、ハシル、タメラフ、ツマ
ツク、オトル アツム、ユク、ヨソホヒ （七七三） 。 めらう意。 　































































































































































































































































































































































































































では、 忠盛は、 なすすべなく退出している。 〈延〉 「忠盛スベキ様無サテヤミヌ」 （一九オ） 。に対して、 〈闘〉には、この後の訴訟に対する準備は勿論、 上皇の叡感に与ることまでも織り込みずみかのような、自信にあふれた忠盛像が見られる 前節の注解「闇討の事、兼日用意の間」 、 次々節の注解「忠盛の申し状、 誠に如勇くぞ聞こえし 参照。〇紫震殿の御後
　
〈闘〉は、 「御後」に訓符を付し、 「御うしろ」と訓
























頁） 。前項の注解参照。 〈名義抄〉 「諸 　


















































































































































































































































































































































他本は、 〈延〉 「何ナル人ノウルシヌリケム」 （二一ウ）の形。




季仲の方人の殿上人が 囃し返したとするが、 〈闘〉の場合、その事情が説明されることなく、 「穴白々し」と唐突に記されるため、分かりづらい。恐らくは、 〈全注闘〉が記すように 〈闘〉に省筆が行われた際の過誤と考え れよう（上
―
五五頁） 。なお、本話を、 〈四・屋・








子」 、 〈盛〉 「孤児」 、 〈長・南・覚〉 「みなし子」 。 「恂子」を 「みなしご」と訓む類例未詳。 〈名義抄〉 「恂 　
マコト、タノシフ、ヲノヽク、ヒラ













カロシ、ナメシ、ウカフ」 （仏上七） 。 　
〇蔵規









三一頁） 。 「蔵規」の「蔵」は、 「威」の誤りの可能性も有るが、い
ずれにせよ、 「きら」と訓む類例未詳。このように、 〈闘〉には、中世古辞書には見あたらない特異な用字が頻出する。明経点のヲコト点と共に（早川厚一②） 、こうした特異な〈闘〉の用字を受容する言語圏の探求が今後の課題になろう。 　
〇上代は敢へて事も出で来たらず
　
























































































































































































































































































り込み済みのものであったことが分か この点は、こ 語句を記さない他本も同。 　
〇皆格式の綸命を守る。先例由有る者なり 　
〈四・












































































































































































































































































































































































































































































































































一」 （ 『小右記』 治安三年 〔一〇二三〕 四月五日条） 。
